
『学びとる力』を育てる中学校社会科の授業実践

^地理的分野「身近な地域・松江」の学習を通して^

1はじめに

21世紀を目前に控え、高齢化・情報化・国際化か加速度的に進む中で、新しい時代に生きていく九

めには、自己を見つめながら主体的に学び続ける「意志・態度・能力」の育成、つまり「自己教育力」

とか「学ぶ力」の育成が今日の大きな課題であると言われている。また、このような「学ぶ力」の源

泉として「学びとる力」の育成も重要な課題となっている。本校社会科部では、「学びとる力」を
注"

「社会的事象の中から問題や課題を発見し、科学的な方法によって追求できる学習技能と社会的事象

に主体的にねはり強く立ち向かっていく意欲や意志」としてとらえ、その要素を①社会的事象に問い

かけ問い続ける態度②社会的事象を多角的・多面的に考察しょうとする態度③社会的事象を科学

的方法で追求する学習技能④学習を自己詔西・相互評価できる技能と自己の学習を客観的に把握し

ようとする態度であると考えた。

このような能力や態度を育成していくためには、問題解決(探究)的な学習に自力で取り組ませ、探

究のプロセス(仮説一検証)を体験させることが何より有効な手立てと考え、学習内容も従来の網羅

的なものの精選を図り、社会的論笥占題や地域の将来像や近未来社会の構想など、範例的学習を積極

的に導入して行こうと考えた。また、こうし九学習を進める上で、問題の発見一原因の探究一問題点
注2j _

の究明一問題解決のあり方という学習過程の基本型を構想した。本稿では、社会科部で構想した指導

方法を「身近な地域」の学習で実践し、単元の構成や「学びとる力」を引き出す授業の実際はどのよ

うなものなのか、考えてみようとするものである。

田

1 単元の構成

1.単元構成の基盤

地理的分野における「身近な地域」の学習(野外観察を含めて)の重要性はよく説かれるものの実

しかしながら、現在報告されているものをみると指導法・学習内容について践報告は極めて少ない。
注4)、

は教師中心の網羅的なものに陥っているように思われる。そこで、「学びとる力」を育てるために、

範例的学習に'、さわしい教材を本校社会科部が設定した「本質性」「誘意性」「課題性」「実

証性」という5つの選択基準から考え直してみ九。松江のかかえる課題の中から交通渋滞の問題を取

り上げるということは、松江の独得な地形的特色をっかむ上でも、ま九、急激な都市化現象による変

化や、行政当局の対応等を多角的に知る上でも有効な手がかりとなろう。さらに、これらの問題の背

後には、松江の城下町としての発達の歴史があり、指導書に示す歴史的分野における郷土学習との関

連も大いに図っていけるものと考え六。また、都市開発と町並みの保存や個人の権利等とのかかわり

を考えなから問題を解決していこうとする態度を育成する上からも格好の教材であり、広く他の地域
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の学習へも応用でき、問題解決 q衆究)型の学習が展開できる教材だと思、う。

一方、生徒の松江に文オするレディネス調査(S61.4.28実榔橡2年1組45名、3組42名、計釘名)によ

松よ、締銅やテレビ等マスコミで報道でさhることにっいてはよく知っているものの、易近に接してぃるこ
とに対しては案外気づいていなかったり、気にとめ 0最近の松江の変化(上段)・問題点(下段)一複数解答一

ないでいるといった傾向が見られた。さらに、多

くの者が松江は「好き」と答えながら、関心や将

来像については否定的な解答をする者が多く、「わ

からない」と答える生徒の多さに驚かされた。結

局のところ、事実認識も浅く、また、深く追求

して考えてみ九こともないといった実態であっ

た。

田

以上のことから、本単元を構成するにあたって、

①「交通渋滞の現状とその影響はどぅ力U ②「な

ぜ交通渋滞が起きるの力U ③「行政側は、どのような対応をしているの 0松江の将来にっいて考えるか

力U ④「交通渋滞を解消するためには、どのようにしたらよいの力U な 炉 26
22 2219

どの諸点について深めさせていきたい。とりわけ②の検証過程の中に野外
8

観察を組み込み、追求の深化を図りたい。また、単元全体を通して、社会

靖

的事象を多角的・多面的に深めさせていく九めに、歴史的なとらえ方や立
ん

場による違いを考えさせたり、様々な見方・考え方をさせていくよう構想

した。なお、単元のはじめに、こうした学習を進める上で必要となる地形図の読み取り、活用の技能

や能力を身につけさせるための指導を位置づけた。

2 単元「身近な地域・松江」の目標分析表(→資料①)

3.単元「身近な地域0松江」の学習指導計画(→資料②)
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Ⅲ実践と考察

前章で示した単元構成の考え方に基づいて、昭和61年5月20日~7月18日にかけて、 2年生の4ク

ラスを対象に授業実践を試みた。ここでは、単元構成の考え方①~④がどのように展開されナこか、「学

びとる力」を育成していく上でどのような効果がみられたか、等の点について述べてみたい。

1.実践の経過

①問題の発見・原因の予想

前時までの4時間で地形図の読み取り・活用の指導を行い、最後に松江の地形的な特色からわれわ

れの生活にどんな問題を引き起こすか予想させた。この調査結果の発表から本時(第5時)を展開し、

交通渋滞の問題に視点を当てていった。続いて交通渋滞の様子をV・T・Rで実際に視聴させ、自分た

ちの経験や尉艮果警察本部の資料によって渋滞のひどい場所を礁忍しナこ。ま九、渋滞に苦しむAさんの話を

テーフ'で下創かせ、 Aさんへαりキ感を図っ九。rAさんは、今、どんなことを願っているだろう力U という心、
^、

発問に対して、「道路をつけて欲しい」「渋滞をなくして欲しい」「会社がもっと近かったら」など

開発
ノ＼^
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<資料①>単元「身近な地域・松江」の目標分析表

内容 体験

地見

能力

事実認識

④地図記号の意

味や方位・距

離・士地の高

さが指摘でき

る。

①交通渋滞に

苦しむ人々

の心情を思

いやる。

基

認

礎

関係

⑤松江の交通渋滞が通勤者に与え

ている影響について指摘できる。

⑥交通渋滞に苦しんでいる人々の

心情や願いをそれぞれの立場と

関連づけて説明できる。

⑨新旧の地図を

見て、その変

化が指摘でき

る。

②野外観察を

通して松江

の道路事情

等に'、れる。

.

識

知

基

総合

⑦交通問題が解決しない理由にっ

いて、松江のもつ城下町として

の発達や歴史や地理的条件、現

在のスプロール現象や交通手段

の変化等と関連づけて説明でき

る。

本

③城下町松江

を守りなが

ら交通問題

の解決に努

める人々の

姿に'、れる。

識
技

⑬等高線を基

に段彩図や

断面図を描

くことがで

きる。

⑧交通問題の解

消を目指して

様々な努力が

なされている

ことが指摘で

きる。

能
学

⑪松江の交通問

題を様々な視

点から総合的

に説明できる。

び

⑩交通問題の解

消と松江のも

つ独得な町並

みの保存との

関係が説明で

きる。

方

⑰交通渋滞に苦しむ人

々に共感的な立場を

とりながら課題設定

ができる。

⑭検証可能な

仮説を立て

ることがで

きる。

⑮野外観察の

計画・実施

が課題に基

づいてでき

る。

⑯課題にっい

ての話し合

いやレポー

トの作成が

できる。

興味・関心

情

⑫望ましい問題

解決のあり方

を総合的な立

場から論理的

に説明できる。

意

⑱自ら資料を」促集・選

択しながら交通問題

の原因追求ができる。

社会的態度

⑳交通問題に

興味をもつ。

⑲仮説を検証すること

ができる。

⑳交通問題に対する行

政側の立場に立ち、

その原因を再追求で

きる。

⑳いろいろな立場を'、

まえて、よりょい問

題解決の討議ができ

る。

⑳野外観察や

資料収集に

積極的に取

り組む。

⑳松江の交通

問題解決に

対する自分

なりの考え

を進んで述

べようとす

る。

⑳交通問題の

解決や開発

のあり方を

松江のもっ

特性を'、ま

えて多面的

に考える。
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<資料②>単元「身近な地域・松江」の学習指導計画(全14時間)

内容 過程 時間 目標

漣

④⑬

学

4

2万5千分の1の赴断姻「松江」を利用し
て地図のきまりを調べたり地図イ乍業をする。

習

⑨

は

活

じ

動

ー.

め

⑤⑳

①⑥⑰

形成的評価

追

YES

A、深イ畔習

求

地汗三図を利用するための基礎・

基本を確認する九めの追求の場

松

交通渋滞に苦しむ人々の心情に共感する。

NO B補充

の 場

学習

1、新旧の松江市の地形図

を比較し、その変化を読

み取る。

野外観察の方法を知り、計画を立てる。

7

0イ乍業学習を中心に、基礎・基本の定着を
図る。作業学習を行う際には、適当な場

所に視点を当てて作業をさせる。
0上乃木一菅田線の開通及び、西川津周辺
地域の都市化について、その変化に気づ
かせる。

0地図の読み取りゃ、段彩図や断面図が描

ける力、

A :同じ城下町である他の都市と松江との
違いを見つけさせる。

B:地図のきまりを復習し、地図作業を再

度行う。

0交通渋滞の様子をVTRを使って体験さ

せる。

0ドライバーや歩1テ者等、様々な立場から

交通渋滞の与える影響について考えさせ、
その心情に共感させる。

0予想から検証可能な仮説へと高めて行く
と同時に、検証の為に必要な資料につい

ても考えさせる(班で分担して検証にあ
たる)。

0仮説に基づいて観察・調査・聞き取りの

計画を立てさせ、ルートマップや記録用
綏にヨ己入させる(仮説によっては統計資

料等の収集を並行して行わせる)。
CH :仮説を検証するために適切な計画が

立てられた力、

0計画に従い、班で協力して調査が行える

留

Ⅲ

単元の課題設定を行う九めの追

求の場

意

1、松江の交通渋滞の現状

をつかみ、問題場面を発

見する。

CH

事

YES

項

NO

課題を解決して行くための原因

追求の場①

補説

皿、交通渋滞を来たす原因

について予想し、仮説を

立てる。

課題を解決していくための原因

雌

田

地
形
図
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用
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江

の

②④⑮

⑱⑳

交

⑦⑪⑯

⑲

通

Ⅳ

調査のまとめをする

問

③⑧

V

⑪⑲⑳

⑩⑯⑳

⑳⑳

CH

YES

松江の交通問題・都市イザ胡題に対する

行政側の努力や計画を知る。

題

,

N0 補説

追求の場2)

一班でそれぞれ追求するー

Ⅵ

Ⅳ、野外観察により仮説を

検証する。

・道路が狭く曲がりくね

つている。・交差点

や信号機が多い。等

どの方法が最善か、根拠をはっきりさ

せて自分の考えをノートにまとめる。

⑫⑯

Ⅶ

Ⅷ

V、図表・統計資料により

仮説を検証する。

・人口や自動車所有台数

が増加してき九。等

よう、また、調査に無理がないよう酉三慮

する。

0調査したこと(検証結果)や、新たな発
見、疑問を発表できるようにまとめさせ

る。

CH :調べた事(仮説の検証)がきちんと

まとめられている力、

0班ごとに発表し、仮説を検証する中で、

松江の城下町としての発達の歴史や現在
の都市化の問題について補充資料を入れ
ながら深く考えさせる。

0交通問題を解決するためには、巨額な経
費が必要なことに気づかせる。

0城下町「松江」の持つ利点と欠点とを明

らかにする中で観光と開発に焦点を当て

て行く。

0イ云統や文化の保護と都市開発とをどのよ

うに進めて行っ九らよいのかあらゆる立

場から考えさせる。こちらをとれぱてう
なるということを合わせて指摘させる。

0松江の持つ特性と現在の都市化現象にと
もなう交通問題の変化と現状について指

摘できる力、

A :レポート「松江の交通問題のよりよい

解決のあり方について」

B :ノート整理「交通問題から見た松江の

発展の歴史と現状について」

形成的評価

YES

課題を解決して行くための原因

追求の場③

深化学習A、

Ⅵ、発表会による全体の場

で仮説を検証する。

0

課題を解決して行く九めの原因

追求の場④

B補充
学習

お わ

Ⅶ、行政の側に立って交通

問題について再度追求する。

り

よりよい問題解決の方法につい

て追求する場

Ⅷ、いろいろな立場を'、ま

え九上で交通問題のより

よい解決のあり方につい

て話し合う。
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とAさんにかわってその願いや不満が出された。

そこで、「なぜ松江の町に交通渋滞が起きるの力U という課題で、班単位で原因の探究に入ってい

つた。下表は4組で出された予想の一→ξ「Sである。

0道路が少ない。

0車の利用者が多い。

0まがりかどが多い。

0住宅地と中心地が離れている。

0バス利用者が少ない。

班

②原因の探究

ア、仮説づくり(第6時)

前時に出された上記の様な予想のうち、明らかにおかしいと思われるものを除き、同じものや関連

のあるものをまとめ仮説づくりを行い、さらにこの仮説を検証するために必要な資料の想定を各班分

担して行った。 4組でっくられた仮説及び想定された資料をまとめると次のようである。

田

0通勤時刻がほとんど同じ。

0橋が少ない。

Oi首路がせまい。

0信号の「青」が短い。

0一方通行路が多い。

靖

2 班

仮説

0交差点や信号が多い。

0会社や学校の始まる時刻が同

じ。

0急、に住宅地が増えたので道路

が足りなくなった。

松江市内の道路整備が不十分なためではないか

予

<視点>
・道路がせまく少ない。
・信号や交差点が多い q言号の間隔)。
.一方通行が多く、曲がりくねっている。
・歩道橋や地下道が少ない。

仮説A

3

想

班

人口増加や住宅地の拡大に伴い、自動車通勤者が増加した九めではないか

Ψ

野外観察の利用

及び資料収集

・松江市の人口・世帯数の移りかわり
・地域別、人口・世帯数の移りかわり
・新旧地形図の比較

仮説B

公共交通機関の利用者が減少したためではないか
個鉄、ー・1田電鉄、市営バス、ー"畑バス)

仮説C

野外観察・調査、住民
・・、の人々への聞き取り調

査、新旧地形図の利用

イ、仮説の検証

前時に作られた 1道路事情・1社会事情のそれぞれの仮説にっいて、 1は全ての班が、"はどれか

1つを検証するように指示した。この検証活動の中に野外観察を位置づけ、これと並行して資料収集

を進めるようにさせ九。しかし、時問の関係で資料1佼集・まとめは放課後及び家庭学習という形にな

会社力浦街地へ集中し、通勤時間帯も重なっているためではないか

.南北を結'蒲の数が少ない。

.市内への游込路が少ない。

・会社数・従業員数の移りかわり
・労働者人口の移りかわり
・勤務時間調査

・自動車所有台数の推移
・松江市の所L入・流出人口の変化
.住民の人々への聞き取り調査

・利用者数の推移
・運賃の変化
・営業所・利用者への
聞き取り調査

.会社・商工会議所への聞き取り調査
・新旧地形図による分布調査
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<野外観察>野外観察では、主に1道路事情の面を

観察・調査し、時間が許せは自分たちの受け持ってい

る"社会事情の面を調べることにした。第7時でルー

トマップを作成し、第8 ・ 9時(午後2時間続き)に

2クラスずつ日をかえて野外観察に出かけた a組・

2組一 6月24日、 3組・ 4組一7月2日)。観察の範

囲は時間を考慮し、右の地図に示す通り3つに分け、

仮説1-Aの班は⑦に行くように計画した。

ここで、野外観察に対する生徒の感想を2~3紹介

しておきたい。

『学びとる力』を育てる中学校社会科の授業実践

0班がまとまって行動できて良かったと思う。思ったよりたくさんインタビューができた。みん

なもっと道路のことに無関心かと思ったけれど、インタビューに答えてくださった人たちは、
まじめに考えておられた。いろいろな意見があったけど、「市に言ってもムダだ」「しか九が
ない」という意見には悲しい思いがした。(Y ・ K女)

0まあ調べることは調べられたので良かったが、聞きこみの時など、少し活力が足りなかったよ
うに思う。もっと自分の役割を責任を持って果たさないと成功はしない。こうやって自分たち
で調べて分かったことは、本にかぶりっいて勉強するよりもしっかりと頭の中に入っていくよ
うに思う。(Y ・ M男)

<検証結果の発表・検討>野外観察が終わり、平行して検証活動を続けていた1社会事情とAわせ

て発表'検討会を計画した。第10時を発表のためのまとめ・準備の時間とし、第H時と第12時の前半

少々を使って実施した。次のワークシートは、 1社会事情面をどのように追求し結論づけていったか

を示す例である。

(仮説1-Aについて)
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を明らかにするナこめに、1600年代前半に堀尾氏が建設しナこ城下町の様子を現在も留めている'句型路

や半間路地をTPで見たり、古地図と比較したりしながら、城下町の構造と建設の意図を考えていっ

九。また、同じ城下町として発達した名古屋と比較し、戦争の被害を受けなかっナこという違いが、 2

つの街を大きく変えてぃったことも学習させた。松江の交通渋滞の原因のーつである道路事情の面に

おいて、こうした歴史的な背景があることに生徒は驚きを示し、この単元の最後の感想の中に次のよ

うに書いている。
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0この交通渋滞の問題にっいて、戦争の時に、戦火を受けずに、そのまま残った城下町の良さか
,イ,夙

今になって一面に出ていることにびっくりした。(T ・ W男)

0松江の交通渋滞の原因が九くさんあってびっくりした。特に過去の歴史にも関係するなんて思

いもよらなかった。(S ・W女)

③問題点の究明

この第玲時では、今までと視点を変えて、行政側ではこの交通渋滞の問題にどのように対処してい

るのかを①劃公江の財政支出に占める道路整備費用の害恰(S.59年)②尉艮県警察本剖竣通管御1センターの

果九ず役害4(S.55年4月齢11獣台)③上乃木一菅田線(くにびき大橋を含む)の全線開通(S.57年9月)

前と後との変化④松江の都市計画の4点にしぽって、統計資料やV・T・R、パンフレット、新聞記

事を中心に学習を深め九。そして、交通渋滞解消のために道路一本建設する九めにはどのような問題

が考えられるか話し合った。3組で出された問題点は次のようなものであっ九。

⑦莫大な費用が必要印住民のたちのき問題をはじめ、地域住民の反ヌす運動が予想される。

⑰松江のイ云統的な町並みの保存との関係(古いものと新しいものとの共存)をどう考えるか。

①交通(車)の流れが変わることによって、商店等にどのような影響がでるか。

④問題解決のあり方

本単元最後の学習(第1塒)として、交通渋滞を解消する九めにはどのような方策を立ててぃけは

よいかを生徒一人ひとりに考えさせた。前時の学習で、道路一本建設するのにも様々な問題点が予想

され、事態の複雑さに生徒の意識が混乱しているために、解決への糸口として行政側、自動車利用者

側、会社'工場・商店倶ル立場を分けて方策を話し合わせ、残り15分のところでワークシートに自分

の考えを書かせ、全学習を終了し九。生徒の考え九方策の主たるものは次の通りである。

『学びとる力』を育てる中学校社会科の授業実践

0交通管制システムを広げていく。 0交通情報を流していく。 0道路の整備計画を
見直し、できる範囲で改善を図っていく。 0橋の建設が必要だが、それに続く道路に
ついては、住民側と十分話し合っていく。 0公共交通機関の利用を呼びかける。

側車

0マイカー利用の自粛。 0渋滞に合わないよう余裕を持って出かける。

等交通ルールをお互いに守る。 0徒歩や公共交通機関の利用を心がける。

を心がける。'0 自動車・バイクの放置やでたらめな運転をやめる。

商△
"吾

工

側場

0送迎用のマイクロバスを運行する。

業員のマイカー通勤を自粛させる。
める。

2 考察と今後の課題

以上の実践は、「学びとる力」を育てていく上でどのような効果があっ九のだろうか。①生徒の交

通渋滞への認識はどのように深まっていっ九か②社会事象(問題)へ問いかけ又は問い続けようと

する態度はどのようであっ九か③科学的方法で原因を追究する仮説一検証はうまく行われ九かの3

つの視点から考えてみたいと思、う。・なお、検討のために授業実践・感想並びにレディネス調査・野外

観察報告書・社会事情検証報告書・交通渋滞解消への方策ワークシートを吟味することにする。

0商工会議所等で始業時刻を調整する。 0従

0駐車場を広げ整備する。 0郊外への分散を進

0違法駐車

0相乗り
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①認識の深まりはどのようであったか

レディネス調査によれば、学習に入る以前に交通渋滞の問題を指摘した生徒は一人もおらず、問題

の発見の場面によって、この問題を意識しはじめたのである。しかし、認識の深まりについては個人

差があるものの、実際に重大な問題だと感じはじめナこのは野外観察で住民の人々の意見を聞いたり、

社会事情でいろいろな原因を予想し、その実態を明らかにして行く過程においてであった。そして、

その段階においていろいろな要素が関係し合って交通渋滞をひき起こしていることに気づきはじめ九

のである。次の生徒の感想によってそれを知ることが出来る。

0今まで交通渋滞なんてそれほど深く考えたこともなかっ九のに、この野外観察を終えてから交

通渋滞には、人々に深く関係があるものなのだなあと思わせられた。(M ・ 0男)

0検証を終えて、交通渋滞の原因は単なる「車が多い」ということだけでなく、、ろいろな理由

があることがわかっ九。「交通渋滞」という1つの問題が、会社・信号・車・住宅など、いろ

いろなことに関連していることがわかった。(N ・ K女)

田 靖

しかしながら、この段階においては、まだ道路をつけれは問題は解決するといった、安易な考えが

強く、この問題の本当の難しさを知るのは、次の松江の城下町としての発達の歴史や行政側の努力等

を学習してからである。この学習を終える段階に至って、生徒の認識も多角的・多面的に、かなり深

まったものとなり、交通渋滞解消のための方策の難しさが実感されるのである。

0交通問題にっいて、今まではちょっと何かすればすぐ解決するものという'、うに考えていた。

でも勉強してみて、そんなに簡単には解決しないんだなあと思った。いろんな立場から、いろ

んな事を考えるとなかなか「よい方策」というものが見つからなかっ九。(A ・ A女)

0松江は人口力沙ないので交通渋滞がおきてるなんて思、つてもみませんでした。それで解決策を

いろいろ考えてみて、片方をうまくぉさめたつもりでも、もう片方はうまくいかないというこ

とがだいたいなので、交通問題(渋滞)とは難しいものだ'と思、いました。(Y ・ K女)

以上、生徒の認識の深まりにっいて見てき九わけであるが、認識をより多角的・多面的に深めてい

くためには、ねらいを明確にした上で追求させていくこと、計画的にあらゆるミ賄、から問題をとらえ

直させてぃくことが何より重要なボイントではなかろう力、この学習を通して、今まではぼんやり見

ていた松江の町を新たに見っめ直し、多くのものを発見し九生徒力激多くいたことを付け加えておく。

しかし、身近な地域のように野外観察という形で、直接体験できる教材なら問題発見の場面での意識

の低さも取り戻すことができるものの、そうでない教材の場合、この段階における生徒の意識の高め

方が大きな問題となってこよう。

②問いかけや問い続けようとする態度はどのようであったか

問題解決(探究)型の学習の大きなねらいのーつは、自ら課題に問いかけ、立ち向かおうとする態

度を育てることである。今回の学習を振り返ってみて、生徒のそれはどうであっただろうか。感想文

の中に次のような意見が数多く見られた。 0この学習を通して松江の問題を考えることができ九。

これからも松江にっいて考えていきたい。(T・N男) 0めんどくさいと思っていたことがやって
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みるとなんだかとても楽しくなりました。(M ・ Y女)これらの気持ちは、 0聞きに行っ九り、まと

めたりするのはとても大変だっ九けれど、自分たちだけでやったんだ、ということでよい学習だった

なあとっくづく思います。(K ・ T女) 0調べているうちに、自分たちは、人よりバスのことをよ

く知っていると思うとぅれしい気持ちでいっは゜いになった。(H ・ S女)という、やり遂げたことへ

の自信と満足に裏うちされた確かなものであっ九。そして、この松江の交通問題の学習を支え九もの

は、生徒たちが県庁'市役所・図書館をはじめ、駅やバスの営業所・商工会議所等を一生懸命に資料

収集'聞きとり調査に歩き回った意欲と行動力とにあったと言えよう。中には、野外観察力沃候の関

係で思、うようなものにならなかったということで、再度、調査に出かけた班もあった。しかし、班長

や一生懸命にがんは'つている者に、ただっいて行くといっ九者もおり、個別指導.班チヒ導のあり方か
今後の大きな課題として残った。

③仮説一検証活動はどのようであった力、

7斉指導に慣れた生徒にとっては、自ら追求する仮説一検証という作業に抵抗を感じる者も小なか

らずいた0 これは、確かめのための資料を「証拠」として使うことにまだ慣れていないためだと考え

られるが、つまずきの原因を分析してみると①仮説を検証するための資*糊、定がうまくなされなかっ

た②想定された資料が見っからなかったという2点に大別される。①にっいては、モデルを使った

指導の不徹底ということがあげられるが、想定した資料にっいての検討をどこかの場所で行っていか

なければならないと考える。また、個別(班)指導の充実を図っていく必要も痛感させられた。②にっ

いては、必要な資料はどんな図書を調べたり、どこに行けは手に入るのかを指導し九り、調査計画を
見直したりしていかなけれぱならないだろう。

この検証活動において生徒力瀬定した資料は多種多様であったが、その中でも島キ艮県統計皇(各年

度版)、松江市統計書(昭和60年版)、町別人口及び世帯数の推移(昭和4唖毛~昭和60年)、地形図

(互弓再而、昭和33年'55年'60年)や市営バス・ー"畑バス・一畑電鉄の利用者及び運賃の推移など
検証に有効な資料も数多く提出された。しかし、聞きとり調査を数多くの班が実施しているものの調
査数力沙ない九めに奇喫としてしよ不十分なものであっナこ。検証資料としての有刻腔を持っための条件という

ものを1旨導していかなけ才Uまならないことを強く感じ九。ま九、アンケート調査力垳われなかったの力喉

念であっナこ0 このように資料の質的な差はあるものの、社会事情の面では検証資料力數多く収集され

たが、道路事情の面では仮説に具体性を欠いたためか、仮説を判断する基準が不明確なものとなり、

生徒の主観的判断に頼る結果となってしまった。松江の町をこうした視点で見直させることはできた
が、検証活動とまでには至らず、仮説の具体化を進める必要を痛感し九。

生徒の資料収集活動に際して、こちらも事前にそれらの資料を収集していたが、できるだけ生徒自

身に収集させるようにアドバイス程度にとどめ、どぅしても手に入らないものだけこちらの資料を渡

した0 しかし、一度に多数の生徒が使用するために相当剖轍の資料を準備しておかねぱならず、資料
の確保に一層努めなければならない。

『学びとる力』を育てろ中学校社会科の授業実践

Ⅳおわりに

これまで、本校社会科部が構想した「学びとる力」を育成するための問題解決(探究)型の学習の
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考え方に従って、地理的分野「身近な地域」の学習はどのようになるのか、松江の交通問題の学習を

事例にその実際や有効性について検討してきた。そして、多角的・多面的にまた、科学的に社会事象

を追求していく上で仮説一検証学習力消意義であり、それは、主体的に学習する態度や能力を育てる

ことにもっながることを学習活動の様子や生徒の感想から多少なりともとらえることができナこ。

しかし、①生徒の意識を高める「問題の発見」の指導のあり方②作業仮説づくり・資料想定の指

導③検証資料を検索する能力を高める方法④検証結果を方法論的に吟味する検討会等のあり方

⑤検証資料の」灰集・整備⑥個別価田指導のあり方などいくっかの問題点も今後の課題として残っナこ。

また、今後このような問題解泱(探究)的な学習をカリキュラムの中に位置づけ、繰り返し計画的に

指導を続けていくことが大切だと考える。最後にこの学習を終えた生徒の感想を載せて、締めくくり

にしたい。

岩 田

松江にも交通渋滞という大きな問題があることを実感しましナこ。野外観察で聞きとったあのA

さんの「夜もうるさくなりました。朝なんか渋滞じごくです"ということばがまだ耳の奧深く残

つてぃます。また、資料からでも車の所有台数が年ごとに増えていることがわかります。ほくた

ちは、最初、一心に道を増やせばよいじゃないかなどという非現実的なことを考えていました。

それがだんだん勉強するうちに、そうもいかないということがわかりました。はっきり言って、

ーつの大きな解決策をつくることはできませんでした。しかし、ぽくたち21世紀をになうものは、

この大きな問題を解決しなければならないと思いました。(A ・ M男)

靖

D 山崎裕二他著「学ぶ力を育てる学習(第二年次)一学びとる力を引き出す授業の実践一」<注>

『第30回研究発表協議会要項』(島大附中昭和61年) P.39~54、山崎裕二他著「地域の社会

的問題を取りあげた公民的分野の指導一特設単元『中海・宍道湖の肉k化問題と住民運動』

を事例にー」(『島大附中研究紀要、第28号』昭和61年) P.39~58

2)山崎裕二「中学校カリキュラムの新構想」(昭和61年度教員養成大学・学部教官研究集会

発表資料)

3)1 平田嘉三・社会科地域学習研究会著『社会科地域学習の授業モデル」(明治図書1980

年) P.35~47

Ij 篠原昭雄著『地域教材を活用した地理的分野の授業』(明治図書1983年) P.フ~21

4)岩田一彦「地理的分野研究の総括と研究課題」(明治図書『教奇斗学社会科教育』NQ272

1985年) P.156~157、勝又将雄「『身近な地域』(中学校)での地域資料の条件」(明

治図書『教育科学社会科教育』NQ283 1986年) P.90

5) 3)1P.フフ~80に準拠して昭和57年に本校で作成したアンケート調査による。(抜粋)
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